
6。 講座の詳細 (シ ラバス)

大学名
(日本語) モンゴル国立科 大学

(English) Mongollan State University of Science and′
「
echnology

講座タイトル
(日本語) モンゴル国とユーラシア共同体

(English) Mongolla and Eurasia community

講座実施期間 20221千 9 月 16 日～ 2022年 12月  16 日 講座実施曜日/時間 金 曜日/11100～ 12:30

講座対象学部

及び学科名

(日本語) カレッジ経営管理と人文科学と

(Englsh) College of Business Adalinistratlon and Humanities

受講対象学生数 140 名 受講対象学年 講座で使う言語 モンゴル語

日付 講義テーマ
講師名

(姓 ) (名 )
講師所属機関名

第1回 (日本語) いま、なぜアジア共同体なのか ジョーンコン チュング ユーラシア財団

09/16 (Englsh) Why now is the Asian community? 」oon―Kon Chung Eurasia Foundation

第2回 (日本語) アシア共同体における少数民族に関連する政治と中国での人権問題。 ジャムスラン バヤサフ モンゴル国立国際関係研究所

09/30 (EngHsh) As“ Communitv and POndcs in fc13Son to nndonal minondcs and tho problcm or hLman rishtttin thc PRC JamSran Bayasakh

第3回 (日本語) アシア共同体におけるモンゴルと日本の戦略的パートナー関係のさらなる発展 清水 武則 在モンゴ国日本前大使

10/14 (Enghsh) Asla community and further development ofstrategic partncrship between Mongolla and Japan Shirnlzu Tadanorl

第4回 (日本語) アシア共同体におけるCOVID 19が 中国で発生した理由は何ですか。 ジャザー アマルサナ モンゴルロ厚生省。前副大臣。

10/28 (English) Asia Community and Why did COVID-19 occurin China? 」aZa― Arnarsana

第5回 (日本語) アシア共同体におけるモンゴル国は非核地位の国です ジャラガルサイ
ハン エンフサイハン モンゴル国国連前大使

1 1 / 1 1 (Engls■ ) Asian community and Mongolais a country with a nOn― nuclear status JarsalSaikhan Enkhsalkhan

第6回 (日本語) アジア共同体におけるコリアンネットワーク 李愛 杯1蛾 早稲田大学

11/18 (Englsh) Asian community and Korean network Lee Aeliah Waseda Un市 ersity

第7回 (園本語) アシア共同体におけるCyberspaceの 安全性とは ? 谷本 茂明 千葉工業大学

11/25 (English) Asia community and Whatis the safety of Cyberspace? Tanirnoto Shigeaki Chiba・ 1・ cchnology Univcrsity

第8回 (日本語) アシア共同体におけるモンゴル円外交政策における第二の隣口問題とは何ですか。 ダムヂン ツグトバータル モンゴルロ前外務大臣

12/09 (English) Astacommunity and Whatlも the thrd neighbonng country`sue in Mongoliが S foreign pollcy? Damdin Tsogtbaatar

第9回 (日本語) パンデミック後の世界経済とモンゴル。 レニチンパル アマルジャルガル 前モンゴル回総El大臣

12/16 (Englsh) The worid economy in the post― panderrllc period andヽ /1ongoha Renchinbal Amattargal Former Prime Minister

第10回 (日本語) ウクライナーロシアの危機 :原因、解決方法 サナジャー ビャマバジャルガル モンゴル国立大学

12/23 (Englsh) Ukrainian― Russian crisisi cause,methods of resolution Satta― Baymbむ ar8al ′ヽ(ongohan Stato t,nivcrsiv

第11回 (日 本語) モンゴル考古学 :現在の研究の主なトピック デルグル ツベーンドルジ 歴史研究所

02/04 (English) rw10ngO■an archeolo3ylthe main topics ofstudy for the current period Delger TscbeendO可 Institute History

第12回 (日本語) アシア共同体におけるアジア地域の国際科学技術協力 佐藤 洋治 ユーラシア財団

02/11 (English) Asia communtty and lnternattonalsctence and technology cooperation in the Asian reglon Sato Ytti Eurasia Foundation

第13回 (日 本語)

(Engish)

第14回 (日本語)

(Engish)

第15回 (日本語)

(Englsh)

第16回 (日本語)

(Englsh)

第17回 (日 本語)

(Englsh)

(22GA― JP2)


